
 

平成２０年度一般会計予算の上半期における執行状況（概要） 

 

平成２０年９月３０日現在（上半期）における一般会計の予算規模は、１８，１１３，０００千円（繰越明許費を含む。）で、前年同期の１７，６３５，６８８千円と比較

しますと、４７７，３１２千円の増となっています。 

この予算を執行するに当たっては、 

 

（１） その経費が既に執行の時期にきているか 

（２） 内容や方法は適切であるか 

（３） 予定された特定財源の確保の見通しはどうか 

 

などについて十分留意し、経費の効率的運用と収支の均衡に努めています。 

９月末日における収入済額は、８，２６８，９４３千円で、前年同期８，１４１，２５４千円と比較しますと、１２７，６８９千円の増となっています。 

収入済額の大半は市税２，９３９，５４９千円、地方交付税３，４４０，２３６千円及び国庫支出金７５６，２９０千円等が主なもので、また収入済額の調定額に対する

収入率は、６０．９％（前年同期６６．１％）、予算現額に対する収入率は、４５．７％（前年同期４６．２％）となっています。 

一方、歳出の執行額は、７，２４８，７７２千円で、前年同期６，３０１，９０１千円と比較しますと、９４６，８７１千円の増で、執行率４０．０％（前年同期３５．

７％）となっています。 

 

 

 

 

 

 


